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水
戸
地
方
本
部
は
、

鉄
道
関
連
労
組
で
視
察

研
修
を
５
月
２
０
日
か

ら
２
２
日
ま
で
実
施
し

ま
し
た
。
茨
城
・
福
島

の
鉄
道
輸
送
に
関
わ
る

組
合
と
し
て
「
Ｊ
Ｒ
北

海
道
の
輸
送
の
安
全
と

国
労
運
動
を
巡
る
情
勢
」

の
課
題
に
つ
い
て
取
り

組
み
ま
し
た
。
一
行
は

鹿
島
臨
海
労
働
組
合
中

島
委
員
長
を
団
長
と
し

て
、
動
力
車
労
組
、
福

島
臨
海
労
働
組
合
に
国

労
を
加
え
全
体
で
７
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

視
察
団
は
、
国
労
北

海
道
本
部
を
訪
ね
工
藤

書
記
長
か
ら
一
連
の
事

故
も
含
め
問
題
提
起
を

受
け
、
全
体
で
意
見
交

換
し
学
習
と
交
流
を
図

り
ま
し
た
。

道
本
部
工
藤
書
記
長

か
ら
は
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道

の
経
営
状
況
や
一
連
の

事
故
に
対
す
る
社
員
へ

の
責
任
転
嫁
な
ど
の
説

明
が
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
鹿
島
臨
海
鉄
道
や

福
島
臨
海
鉄
道
及
び
Ｊ

Ｒ
東
日
本
会
社
の
問
題

点
に
つ
い
て
も
意
見
交

換
し
、
と
り
わ
け
Ｊ
Ｒ

北
海
道
問
題
に
つ
い
て

は
国
鉄
労
働
組
合
と
し

て
も
問
題
視
し
す
る
と

伴
に
三
島
問
題
の
解
決

が
急
務
で
あ
る
と
の
認

識
で
一
致
し
ま
し
た
。

鉄
路
に
携
わ
る
労
働
者

と
し
て
、
問
題
の
共
有

化
と
団
結
を
学
ん
で
来

ま
し
た
。

５
月
１
５
日
、
安
倍

首
相
は
、
集
団
的
自
衛

権
の
行
使
容
認
に
向
け

た

「

安

保

法

制

懇

」

（
安
全
保
障
の
法
的
基

盤
の
再
構
築
に
関
す
る

懇
談
会
）
の
報
告
書
提

出
を
受
け
て
、
歴
代
政

権
が
禁
じ
て
き
た
集
団

的
自
衛
権
行
使
を
認
め

る
憲
法
解
釈
変
更
を
検

討
し
て
い
く
考
え
方
を

記
者
会
見
で
明
ら
か
に

し
た
。

国
鉄
労
働
組
合
は
、

政
府
の
憲
法
解
釈
の
変

更
に
よ
る
集
団
的
自
衛

権
の
行
使
容
認
に
強
く

反
対
す
る
も
の
で
あ
る
。

集
団
的
自
衛
権
の
行
使

と
は
、
日
本
が
武
力
攻

撃
を
受
け
て
い
な
い
の

に
、
「
他
国
防
衛
」
の

た
め
と
し
て
海
外
で
戦

争
を
行
う
こ
と
で
あ
り
、

日
本
国
憲
法
が
掲
げ
る

平
和
主
義
を
真
向
か
ら

否
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
安

倍
首
相
の
私
的
「
諮
問

機
関
」
で
あ
る
「
安
保

法
制
懇
」
な
る
も
の
が
、

そ
の
構
成
や
論
議
経
過

も
含
め
い
か
な
る
根
拠

を
持
っ
て
、
国
の
あ
り

よ
う
を
変
更
す
る
よ
う

な
報
告
を
首
相
に
進
言

し
、
首
相
も
そ
れ
を
も

と
に
結
論
あ
り
き
で
世

論
誘
導
す
る
手
法
は
、

非
民
主
的
、
独
善
的
で

あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得

ず
、
こ
う
し
た
報
告
を

受
け
て
国
会
の
議
論
も

国
民
の
信
を
問
う
こ
と

な
く
、
時
の
政
権
の
判

断
だ
け
で
憲
法
解
釈
を

変
更
す
る
な
ど
断
じ
て

許
さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
。安

倍
首
相
の
記
者
会

見
を
受
け
て
、
政
府
・

自
民
党
は
２
０
日
か
ら

公
明
党
と
の
協
議
に
入

り
、
そ
の
後
閣
議
決
定

を
め
ざ
し
て
い
る
が
、

集
団
的
自
衛
権
行
使
の

賛
否
を
聞
い
た
マ
ス
コ

ミ
の
緊
急
調
査
で
は
、

「
反
対
」
と
答
え
た
人

が
５
４
％
で
「
賛
成
」

の
３
９
％
を
上
回
り
、

ま
た
、
集
団
的
自
衛
権

の
行
使
の
た
め
に
、
憲

法
改
正
で
は
な
く
憲
法

解
釈
の
変
更
で
対
応
す

る
こ
と
に
つ
い
て
も
、

反
対
が
５
６
％
で
賛
成

は
３
７
％
だ
っ
た
（
毎

日
）
。
共
同
通
信
調
査

で
も
、
憲
法
改
正
に
よ

ら
ず
解
釈
変
更
に
よ
っ

て
行
使
を
認
め
る
考
え

に
反
対
す
る
回
答
は
５

１
、
３
％
と
半
数
を
超

え
て
い
る
。

日
弁
連
、
日
本
ペ
ン

ク
ラ
ブ
、
消
費
者
団
体
、

労
働
組
合
な
ど
多
数
の

国
民
が
安
倍
政
権
の
解

釈
改
憲
の
暴
走
に
危
機

感
を
強
め
、
反
対
の
声

を
あ
げ
て
い
る
な
か
で
、

そ
れ
を
無
視
し
、
解
釈

改
憲
を
強
引
に
進
め
る

こ
と
な
ど
決
し
て
認
め

ら
れ
な
い
。

国
鉄
労
働
組
合
は
、

結
成
以
来
６
８
年
に
わ

た
っ
て
国
民
の
命
と
暮

ら
し
、
平
和
と
民
主
主

義
擁
護
に
む
け
て
闘
い

を
進
め
て
き
た
。
安
倍

政
権
に
よ
る
、
平
和
憲

法
を
破
壊
し
、
戦
争
す

る
国
へ
突
き
進
む
、
憲

法
改
悪
の
企
み
、
集
団

的
自
衛
権
行
使
の
た
め

の
解
釈
改
憲
を
阻
止
す

る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
立

場
の
民
主
団
体
や
個
人

と
の
共
同
を
追
求
し
、

闘
い
を
進
め
る
こ
と
を

明
ら
か
に
す
る
。

２
０
１
４
年
５
月
20
日

国

鉄

労

働

組

合

地
方
本
部
は
、
５

月
27
日
に
地
方
本
部

選
挙
管
理
委
員
会
を

設
置
し
ま
し
た
。
水

選
管
第
１
号
を
発
し

ま
し
た
。
地
方
本
部

選
挙
管
理
委
員
長
に

塙
正
人
（
地
本
）
、

選
挙
管
理
委
員
に
益

子
隆
二
（
茨
城
支
部
）
、

中
村
春
男
（
福
島
支

部
）
の
３
名
と
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

水
選
管
２
号
で
、
２

０
１
４
年
定
期
全
国

大
会
及
び
東
日
本
大

会
代
議
員
選
挙
に
つ

い
て
実
施
す
る
と
公

示
し
ま
し
た
。

■
選
挙
期
間
■

①
公
示
日
、
２
０
１

４
年
６
月
７
日
（
土
）

②
投
票
日
、
２
０
１

４
年
６
月
18
日
（
水
）

15
時
締
切
と
す
る
。

但
し
原
ノ
町
地
区
在

勤
の
組
合
員
の
投
票

日
は
６
月
16
日
（
月
）

17
時
締
切
と
す
る
。

③
立
候
補
締
切
日
、

２
０
１
４
年
６
月
11

日
（
水
）
12
時
ま
で

④
不
在
者
投
票
日
、

２
０
１
４
年
６
月
15

日
（
日
）
か
ら
17
日

（
火
）
但
し
、
原
ノ

町
地
区
在
勤
組
合
員

は
６
月
15
日
（
日
）

と
す
る
。

■
選
挙
区
■

①
地
方
本
部
１
区
と

す
る
。

■
代
議
員
定
数
■

①
２
０
１
４
年
度
定

期
全
国
大
会
は
２
名

②
２
０
１
４
年
度
東

日
本
定
期
大
会
は
２

名
と
し
ま
し
た
。

■
投
票
方
法
■

①
単
記
記
名
投
票
と

す
る
。

■
投
票
箇
所
■

①
各
分
会
１
か
所
を

基
本
と
し
つ
つ
、
各

分
会
選
管
委
員
会
の

管
理
を
前
提
に
柔
軟

に
設
置
す
る
。

■
開
票
日
・
箇
所
■

６
月
18
日
（
水
）
19

時
か
ら
地
方
本
部

第7回職場活動者交流会の開催

■６月１４日（土）～１５日(日）

■阿字ヶ浦クラブ

■盛岡地方本部からの報告

・組織強化拡大について

・各機関からの報告


